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効果のあがる就労移行支援プログラムの 

あり方研究会への参加 
 

理事会報告 / voice / 正会員･賛助会員費納入のお願い 
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 MEW通信を毎回お読みいただき、ありがとうございます！  

 今後MEW通信では、皆様から頂いたご意見やご感想を「voice」で紹介させていただきます。  

 ご意見やご感想は、下記のアドレスまでお寄せ下さい (-^〇^-) 

 メールアドレス：mew-tsuushin@kde.biglobe.ne.jp  

＊送って頂いたメールについて、返信は致しません。予めご了承ください。  

正会員･賛助会員費納入のお願い 

 日頃より、NPO法人ミューの活動にご理解いただき、ご支援･ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 当法人では、正会員･賛助会員の入会を随時受け付けております。法人運営へのご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

正会員   ：NPO法人ミューの目的に賛同し、総会で議決権をもつ個人及び団体  年会費：3,000円 

賛助会員  ：NPO法人ミューの目的に賛同し、資金協力を行う個人及び団体    年会費：2,000円 

＜振込先＞ ゆうちょ銀行 口座番号00190－1－700576 NPO法人MEW 

 

■正会員･賛助会員の会費を納入頂いた方は、年1回当誌面及びホームページで氏名を掲載させていただいております。 

 氏名掲載をご希望されない方は、その旨を振込用紙にご記入ください。 

■振込用紙に正会員または賛助会員の記載がない場合、賛助会員費として処理させていただきます。 

■正会員･賛助会員についてのお問い合わせは、NPO法人ミュー本部事務局までお願い致します。 

お問い合わせ先  TEL：0422－38－7661             

              FAX：0422－36－3700【NPO法人ミュー本部事務局】 

 平成28年12月15日に定例の理事会を開催し、平成29年1月19日に臨時の理事会を開催しました。 

 定例の理事会では、各施設の活動報告や会計報告及び、長期事業計画見直しの進捗状況等が報告され

ました。また、今回新たな試みとして実施した、職員ヒアリングの結果報告が行われました。その中の

いくつかを紹介しますと、職務に対する満足度では、『やや満足』以上が6割、『普通』以上は9割超と

いう結果でした。職務に対する負担感については、『やや感じる』以上が5割弱となりました。負担感の

一つには時間外勤務が挙げられていました。施設や職員ごとで開きもあるため、法人として改善の取組

みが必要と感じています。 

 法人に対する要望としては、職員の人材育成、施設長の兼務、事務作業の多さ、理事会のあり方、非

常勤職員の処遇等についての意見が挙がりました。理事会としても、職員の方々からの意見を参考にし

ながら、今後の法人運営に活かしていくことを確認しました。 

 臨時の理事会では、主に長期事業計画について話し合われました。 

 今後5年間の法人全体及び各施設の損益予測に基づき、持続可能な施設運営を行うためには、現在の形

態のまま事業を行う事がよいのか等、闊達な意見交換がなされました。 

 今後も議論を重ねていき、改めて長期事業計画の報告をさせていただきたいと思います。 

事務局 山本 

特集： 

 就労支援センターMEWは、平成9年の小規模作業所開所時から、クラブハウスをモデル

とした就労支援を行っています。現在ではそれらを就労移行支援事業所として展開していま

す。そのため、職業準備性の向上のみならず、事業所の運営自体にメンバーとスタッフが共

に参加することを大切にしています。このような方法で一つの事業所を運営するためには、

メンバーとスタッフ、あるいは、メンバー同士の相互交流、また時には、地域のボランティ

アの方々の協力を得ながらでなければ成立しません。そして、このような相互交流を豊かに

含んだ活動への参加が、一般就労をしたいけれども自信のない方や、以前の就労経験で自信

を無くしてしまった方に対する就労支援の一端を担うことができるのではと考えています。

しかし、ここまでの説明でなんとなく伝わる方もいれば、「よくわからないな」という方も

いらっしゃるのではないでしょうか。  

 そこで、就労支援センターMEWでは、社会福祉事業大学に設置されている、『効果のあ

がる就労移行支援プログラムのあり方研究会』に参加させていただくことにしました。これ

は、『効果モデル』と呼ばれるものを用い、就労移行支援事業所の成果を見える化して、利

用者の就労移行･定着と、就労による生活の質の向上を実現させていくものです。 

 今後、この研究会の協力をいただきながら、就労支援センターMEWの活動を見える化し

ていき、メンバーおよびスタッフにとっても、 

よりわかりやすく、より成果の見えやすい 

事業所運営を目指していきたいと考えています。 

 

ビルの1階に看板を 

設置しました！！ 

お気軽にお立ち寄りください。 

目からウロコが落ちた庁内実習 新入職員のご紹介！！ 

メンバー企画と新入職員紹介 草津旅行に行ってきました 

『第14回精神保健福祉講演会』の開催報告 
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ワークショップMEW（就労移行支援・就労継続支援B型） 
〒180-0006 東京都武蔵野市中町３－４－９ ディアハイム武蔵野１階 

TEL：０４２２－３６－２０８９  FAX ：０４２２－３６－３７００ 

就労移行支援 E-mail：shurouikou-mew@nifty.com 

就労継続支援B型 E-mail：mewshop2@nifty.com 

就労支援センターMEW（就労移行支援）                                             

〒180-0013 東京都武蔵野市西久保１－６－２５ 西川ビル３０１号室 

TEL・FAX：０４２２－３６－３５７７ E-mail：c-mew_musashino@nifty.com     

ライフサポートMEW 
（指定特定・一般相談支援事業・地域活動支援センター） 

〒180-0006  東京都武蔵野市中町３－４－９ ディアハイム武蔵野１階 

TEL：０４２２－３６－３８３０ FAX；０４２２－３６－３７００ 

E-mail：life-sapo-mew@kha.biglobe.ne.jp  

ミューのいえ（グループホーム） 
TEL・FAX ０４２２－５５－５９６９   

 E-mail：nrb16767@nifty.com  

 サポの行事には『メンバー企画』と言うものがあります。企画をした人がチラシを書いてホワイト

ボードに貼り、集まったメンバーだけで実施するというものです。平成28年度は『さくらごはんに

出かけよう』『ブルーベリー狩りに行こう』『ジブリに出かけよう』『映画を観に行こう』などメン

バー企画が増えてきました。「年末年始のサポの8日間の休所は長すぎる」という声から『メンバー

のみの忘年会』が初めて企画されました。焼き肉を食べ、カラオケで盛り上がり、新しいメンバーの

参加もあったようです。自分たちの意向を自分たちの手で実現するという機会が、これからもますま

す増えるといいなと思っています。 

★新入職員 龍輪恵美(たつわめぐみ)：12月から常勤職員として働いています。以前、通過型 

の入所施設や地域活動支援センターなどで働いていました。数年ぶ

りの現場のため、しばらくの間皆様にご迷惑をおかけするかもしれ

ませんが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

「働くときの意識が180度変わった」それが私の率直に感じた気持ちでした。 

 武蔵野市役所の人事課で実習する機会が与えられ、自分の気持ちに変化を感じたのはわずか実習

を始めて2日目のことでした。自分がいかに今まで働く姿勢、意識が公私混同し、すぐに感情的に

なっていたか。職員の働く姿勢を見ていると、私情的な言葉を話す人はいなくて、丁寧な言葉でコ

ミュニケーションを取りながら仕事を円滑に進めていました。一番よく聞いた言葉は「ありがとう

ございます」でした。 

 給料を頂いて働くのだからもっとプロ意識を持たないと駄目だとわかり、そうすれば、自然と仕

事のやりがいや楽しさがついてくるのではと思うようになりました。 

遅すぎる意識かもしれませんが、私にとって目からウロコが落ちた実習で、 

これらの経験を生かして就職したいと思います。  

  グループホームでは毎年恒例の行事としてOBOGを交えての1泊旅 

 行を開催しております。今回参加したのは、メンバー、OG、スタッ 

 フの合計11名。11月16日～17日の日程で群馬県の草津温泉へ行っ 

てきました。 

 上野駅より特急草津号に2時間半揺られて長野原草津口駅へ、そこからさらにバスで25分ほどで草

津温泉に到着です。草津は年間通してとても寒い地域で知られており、日によっては0度を下回る日

もありますが、なんとか気候に恵まれ、とても過ごしやすかったです。テレビでしか見た事のなかっ

た湯畑、町中に硫黄のにおいが漂っています。夜になるとライトアップされ、湯けむりが漂う幻想的

な光景の中で散策したのは良い思い出です。全国の温泉地の多くが循環式の中、源泉かけ流しである

ことが草津の特徴です。贅沢なひと時でした。 

  

 10月から月･水･木に非常勤職員で勤務している柳瀬由美子です。 

 東京都八王子市生まれの八王子市育ち、武蔵野市に20年在住後、 

今は練馬区在住20年を迎えています。 

 就労支援センターMEWに勤務して約5か月が過ぎ、主に午前中は、デイプログラムの 

キッチングループでメンバーの方と一緒に昼食メニューを考え、昼食を作っています。 

約5か月が過ぎてもまだまだ勉強しなくてはならないことがいっぱいです。 

メンバーやスタッフの方々の役に立つように頑張っていきます。   

法人の予定・報告  
 法人事務局  
  〒180-0006 武蔵野市中町３－４－９ ディアハイム武蔵野１階   

  TEL：０４２２－３８－７６６１ FAX：０４２２－３６－３７００    

  E-mail：mew.honbu@gmail.com   

目からウロコが落ちた庁内実習 (メンバーY.Iさん 寄稿） 

 『第14回精神保健福祉講演会』の開催報告 

 テーマ：人はなぜ病を「得る」のか 

 講師：糸川 昌成(いとかわ まさなり)氏  
  

 去る平成28年12月17日14時から、武蔵野公会堂パープル

ホールにおいて講演会を開催いたしました。 

 当日は、201名という大勢の方にご参加いただきました。 

参加いただいた方からのアンケートには、「講演内容が具体的

で興味深く聞くことができた」など、様々なご意見･ご感想を

いただきました。アンケート結果を参考にさせていただき、 

今後の精神保健福祉啓発活動を更に良いものにしていきたいと 

思います。 

メンバー企画と新入職員紹介 

草津旅行に行ってきました 新入職員のご紹介！！ 

就労支援センターMEWでは、随時新規利用者さんを受け入れております。  

少しでも関心のある方は、まずは見学にお越しください。 

ご連絡、お待ちしています。 (TEL 0422-36-3577） 


